


最近、幼児クラスで流行りのじゃんけんゲーム。平均台をコの字に並べると自然と始まるのです。時々子ど

もに混ざって保育士も参加するのですがバランスを取りながらのじゃんけんって意外と難しいですよね～。 

そんなじゃんけんゲーム中に優しいお兄さんを発見しました！ 

 

ＵくんがＫくんの手を引いてくれてます！ 

なぜこうなったかと言うと、実はこの写真の前にＫく

ん、平均台からすべり落ちているのです…。 

その瞬間を目撃していたＵくん。普段から年下のお友

達をよく助けてくれますが、どうやら今回もお世話魂

に火がついたようです！ 

曲がり角、平均台の高さがちょっと違うところ。

バランスを崩して落ちないように腰を支えて誘

導してくれています！ 

注目ポイント！ 

先頭に近づくと「先に行っていいよ」と順番を譲ってく

れました。しかも後ろから「勝ったよ」「負けたよ」とじ

ゃんけんの結果まで優しくＫくんに教えてくれました！ 

注目ポイント！ 

日に日にお世話のレベルが上がっているＵくん。 

今後も保育士顔負けのお世話魂を発揮してくれそうです。 

お世話をしてもらった子たちは来年、きっとＵくんのよう

に優しい姿を見せてくれることでしょう。楽しみです♪ 



これを使って・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤクルト容器を選び、 

少しの間考え込んでいた Rちゃん。 

近くにあった毛糸を巻いてみたり…。 

すると、ピンッと思いついたようでー… 

毛糸を一つの容器にセロハンテープで貼り

つけ、垂れ下がった方の毛糸も、もう一つ

の容器に貼りつけて… 

 

完成！ 

何を作ったのか聞くと 、 

「・・・わからない(笑)」とのことだったのですが、 

耳に近づけると音が聞こえることを発見！ 

お友達に「聞こえるよ！」と 

嬉しそうに伝え、耳に当ててあげ、 

不思議な音を聞かせてあげていました☻ 



 日常の経験から…
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県住公園に行った時の H くんです。 

保育士に支えられ何とか滑り台の上まできました。 

ここから一人で滑ります！ 

思ったより急だなぁ… 

よし、足から行ってみよう！ 

おぉ！滑れたぞ～！ 

あ～楽しかった！ 

もう一回行こうかな？ 

１人で滑れたのが嬉しかったのか、その後、何度も上まで行き、滑り台を楽しん

でいました。上まで行くにはボルダリングのような坂を上っていかないといけな

いのですが、繰り返し挑戦するうちにそこも一人で上れるようになりました。 

高いところ、危ないと思うところは“足から”。この考えは H くんが日常生活(椅

子からおりる、階段をおりるなど)で身につけた力です。遊びの中でも活かされ

る瞬間を見ることができ、とても感動しました。 

発達がゆっくりでも子どもたちは日常の経験からたくさん学んでいるというこ

とを改めて実感できました。 

階段を下りる H くん 


